
平成２９年度 栃木県立栃木特別支援学校 学校評価（教職員による自己評価）

重点目標： 他者理解、自己表現、集団参加、感情調整等の社会性の育成

【評価の観点】 A：達成できた B：ある程度達成できた C：やや不十分、一部改善の余地がある D：改善が必要である
部 評価項目 具体策 評価基準 評価 成果・児童生徒の変容 反省・改善

○個々の能力に ○「自立活動」等 ○一人一人が ・発語の有無にかかわらず、 ・１年間の成果を個人

知 応じた望ましい の授業実践を通し 適切なコミュ Ｂ 絵、文字、写真、サイン等 や学年ごとに事例検討

的 表現方法を身に て、児童達が表現 ニケーション を理解し、それらを活用し 会等を通して職員間で

障 付け、意思や感 したいという意欲 能力を獲得し、 ながら、コミュニケーショ 確認できた。

害 情を表現する基 が高められるよう 自分の伝えた ンをとろうとする児童達の ・個別に、伸長した部

教 礎的な力を高め な指導方法の検討 い気持ちを表 意欲の高まりが感じられた。 分や課題を明らかにし

育 る。 や教材の工夫等を 現することが また、あいさつ、要求、依 た上で、次年度にむけ

部 行っていく。 できるように 頼、気持ちや感情等を表現 てステップアップした

門 なったか。 できるようになった児童が 目標を設定する。

増えた。 ・学部共通のサイン一

小 覧表や写真・絵カード

学 を継続して活用する。

部 ・他学部への引き継ぎ

資料、保護者への情報

提供としても活用す

る。

○好ましい対人 ○日常の学習活動 ○友達や教師 ・多くの児童が約束、決ま ・定期的に事例検討会

関係を形成し、 や行事等を通し と良好な関わ Ｂ りを守りながら、友達と一 やブロック会等を行い

集団参加の基礎 て、人とのやりと りを持ちなが 緒の活動を楽しんだり、仲 職員間で共通理解しな

的な力を養う。 りを楽しいと感 ら、決まりを 良く関わったりできるよう がら指導を行った。

じ、決まりを守り 理解し、集団 になってきた。また、学級 ・今後も学部研究等を

ながら集団活動に の中でも安定 ・学年等の集団の大きさや 通して、職員が同じ方

参加できるような した気持ちで 日程変更等の変化があって 向性を持ちながら授

場面や活動を設定 活動していた も、感情をコントロールし 業、指導方法について、

する。 か。 ながら、安定した気持ちと 深めていく。

態度で学習活動に取り組め ・積極的に決まりやル

るようになってきている。 ールを理解できるよう

な授業を実践してい

く。

○個々の実態に ○グループ学習 ○個に応じた ・自分が頑張ったことや、 ・言葉での伝達が難し

応じた意思の表 など授業実践にお 支援を行う中 Ｂ ありがとうの気持ちを伝え い生徒については教師

知 出を含むコミュ いて、自分の考え で、自分の考 る発表、友達の良い点を見 が表情や動きを汲み取

的 ニケーション能 を述べたり、互い えを伝えたり、 つけて発表することで、相 って伝えているが、意

障 力の向上を図 にやりとりをする 相手からの関 手を思いやる気持ちが育っ 思の表出をさらに促す

害 る。 場面を設定し、個 わりを受け入 てきた。 ようなカードを使用す

教 に応じた支援を行 れたりする力 るなど支援の工夫が必

育 う。 が身についた 要である。

部 か。 ・学校生活全般において自 ・生徒同士のやりとり

門 分なりの方法で意思を伝え が難しい生徒について

たり、やりとりしたりする は、答えの出しやすい

中 なかで、関わりを楽しむ様 授業を行うとともに、

学 子が多く見られた。 やりとりしやすい雰囲

部 気作りに心がける。

○様々な集団に ○集団活動を通し ○様々な集団 ・学級の仕事や行事におい ・係の仕事を毎日行う

おいて決まりや て決まりや自分の の中で決まり Ｂ て、自分の係や役割を理解 ことで、見通しを持っ

役割を理解し、 役割を理解し、周 や役割を意識 して動くことができた。互 てできるよう継続して



協調性の育成を 囲と協力して活動 し、互いに協 いに協力して活動に取り組 いく。また、授業の中

図る。 に参加できるよう 力して活動で んだり、自ら手伝いをした で、生徒が一緒に取り

支援を行う。 きたか。 りする様子が見られた。 組みやすい場面を設定

し、達成感を味わえる

授業を展開していく。

○職業的自立に ○作業学習等の授 ○作業学習等 全体 ・実習で明らかになったコ ・コミュニケーション

必要となる基本 業実践を通して、 や校内実習、 Ｂ ミュニケーション面の課題 に関し、教員が手本と

知 的及び実践的な 指示理解や意思の 産業現場等に を普段の学校生活の中でも なるよう取り組む。

的 コミュニケーシ 表出等に関する指 おける実習の 意識する様子が生徒に見ら

障 ョン能力を高め 導に努め、個々の 評価において、 Ｂ れた。

害 る。 能力の向上を図っ 必要とされる ・仲間や教師に伝えなけれ ・全体指示の返事や困

教 ていく。 コミュニケー ばならないことを自分の言 ったときの質問など学

育 ション面に伸 葉で伝えることができた。 校全般を通して意識を

部 長が見られた 実習においても同様で、報 高めていけるよう取り

門 か。 告や質問ができた。 組む。

・出された指 ・指示を正しく理解する、 ・メモをとり活用でき

高 示等を正しく Ｂ 忘れないようにするために る習慣の定着を更に目

等 理解する力が メモを活用し話を聞く様子 指すと共に、生徒の指

部 身に付いたか。 が多く見られるようになっ 示理解度を教員が十分

てきた。 に把握し、指導支援に

・自分なりの判断や解釈で あたる。

行動することが少なくなっ

てきた。

・自分の考え ・具体的に自分の考えを伝 ・生徒個々に合わせて

を述べたり、 Ｂ えることを、クラスで実践 支援し、成功体験を重

他に対して自 し少しずつ言えるようにな ね、自信に繋がるよう

分から意思疎 ってきた。 に配慮していく。

通を図るよう ・グループワークを取り入

努めることが れたり、協力する場面を経

できたか。 験することで、声を掛け合

う様子や周囲と協力して活

動する様子が見られるよう

になった。

○社会の一員と ○自分の役割と他 ○感情をコン ・集団生活の中で自分の気 ・生徒が安定した気持

しての自覚を持 人の立場を理解 トロールし、 Ｂ 持ちや友達の気持ちを考え ちで過ごせるよう、言

ち、感情を調整 し、感情を調整し 相手の立場に て行動することができるよ 葉掛けや見通しを持ち

しながら適切に ながら互いに協力 なって行動す うになった。 やすい環境等の配慮を

行動する力を身 し合うことができ ることができ ・衝動的な行動を振り返り、 していく。

に付ける。 るように支援す たか。 行動を改めようとする意識 ・生徒の実態、障害特

る。 を持つことができた。 性もあり、長い目で取

り組んでいく必要があ

る。

[通常課程]

○自分の気持ち ○自分を肯定的に ○自分の気持

肢 や考えを適切に とらえられるよう ちや意見を場

体 伝えたり、相手 な題材を道徳及び に応じた言葉 在籍なし 在籍なし

不 の立場に立った 自立活動の領域で 遣いで的確に

自 言動や行動をし 取り上げる。また、 表現すること

由 ようとする意 周囲と協力しなが ができたか。

教 欲、態度を身に ら活動できるよう ○場に応じた

育 付ける。 な場面を設定し、 行動を自らと

部 その都度目標設定 ることができ

門 を伝え、意欲喚起 たか。



を図る。

小 [重複障害学級]

学 ○身近な人に対 ○的確な実態把握 ○児童一人一 ・アセスメントの実施の継 ・さらに児童の表出に

部 する表現力を高 を継続し、効果的 人のコミュニ Ｂ 続により、全教師がある程 対する的確な読取や実

め、落ち着いた な内容の授業実践 ケーション能 度客観的な児童の実態把握 態にあった指導を行っ

態度で集団活動 を行った上で個々 力を的確に評 及び実態に応じた指導を行 ていく。

に参加する力を の評価を行う。 価し、課題を うことができた。また、定

身に付ける。 明確にするこ 期的な情報交換や検討会に →定期的な情報交換や

とができたか。 より、児童の表出に対する 検討会を継続する。

読取や評価が多角的に行え、 → PDCA サイクルの実
コミュニケーション能力の 践の継続と評価の観点

向上に繋がる児童が多くい について検証を重ね

た。 る。

○身近な決ま ○集団での学習機 ○授業の工夫 ・定型の集団での学習機会 ・関わる教師が同じ

り、約束を守っ 会を定期的に設定 や教材・支援 Ｂ を意識的に設定し繰り返す 対応をとることでさら

て行動する力を し、決まりや約束 方法の検討を ことで、順番や簡単な約束 に簡単な決まり、約束

高める。 を理解しやすいよ 継続して行え 事を理解できる児童が増え の理解定着を図ってい

うな教材や支援方 たか。 た。 く。

法を検討してい

く。 →定期的な情報交換や

検討会で議題として出

し、支援方法や授業の

教材等の工夫について

共通理解を図る。

[通常学級]

○様々な人と関 ○交流学習や教科 ○様々な授業 Ｂ ・様々な交流学習、学校行 ・１対１の授業の中で

肢 わる経験を重 学習、芸術体験学 を設定する中 事等、また、放課後の施設 も基本的な話し方を定

体 ね、感情調整を 習の場を設定し関 で、場や人に 利用から、言葉遣いや態度 着させていくことが課

不 しながら良好な わる人に合わせた 合わせた関わ 等学び、良い関わりができ 題である。

自 対人関係を積極 態度や会話の指導 り方や話し方 てきている。 良い関わりを認め、そ

由 的に築こうとす をする。 ができたか。 の行為や考え方を強化

教 る力を高める。 し、よりよい人間関係

育 が築けるようにしてい

部 く。

門 [重複障害学級]

○学部や学部を ○一日の学習の中 ○様々な集団 Ｂ ・集団での一斉授業では、 ・生徒の実態に応じ

中 超えた集団学習 で、自らの意思の 学習を組むこ 理解の難しい生徒に対して、 た、環境の設定や教材

学 の中で、意思や 表出が明確に出た とで、個に応 個別に指導をしたが、落ち の工夫が課題である。

部 意見を伝え、集 際や様々な機器等 じた表現方法 着かない様子が見られ、適

団生活を築く力 を用いて意思表示 で自分の気持 切な意思表出に結びつかな

を身に付ける。 ができた際には賞 ちを表わすこ かった。

賛し、表出の定着 とができたか。 ・発語が少ない生徒につい ・教師が先回りして動

を図る指導をす ては、タブレット等の機器 いてしまう。限られた

る。 や絵カードを使用して、表 時間の中でメリハリを

現しようとする意欲が増え つけた指導が課題であ

た。また、言葉でのコミュ る。

ニケーションができる生徒 ・生徒各自の表現方法

については、より詳しく伝 の更なる定着につい

えようとする意識が高まっ て、十分な共通理解を

た。 図る。

○集団生活の中 ○様々な集団学習 ○見通しが持 ・精神的に不安定な生徒に ・落ち着かない友達や

で落ち着いて様 (日生、自立、生 てる指導をす Ｂ 対し、見通しが持てる視覚 注意を受けている友達



々な人と関わり 単、作業等）の中 ることで、落 的な支援（具体物や写真、 に対する関わり方が課

ながら、決まり で、関わりを受け ち着いて過ご 絵カードやタイムスケジュ 題である。ルールを守

を理解し、協力 入れ、見通しを持 し、友達を意 ールの提示、タイムタイマ ること、お互いを認め

し合って生活す って学習に取り組 識したり、決 ー）の活用で、学習に取り 合うことで成長してい

る力を高める。 めるよう、言葉掛 まりを理解し 組めてきている。 くことができると思

けや視覚的な教材 ている様子が ・友達や教室以外の教師を う。

の提示などを用い 見られたか。 意識して、自分から関わり、

て指導する。 落ち着いて過ごすことが増

えてきた。

[通常学級]

○豊かな人間関 ○商業、職業、家 ○コミュニケ ・行事等の事前学習で教師 ・意見の発表や討論

肢 係に必要となる 庭総合、保健、自 ーション活動 Ｂ の提案に対し自分の考えを の機会を十分盛り込

体 自己の能力に応 立活動等の学習を を相互理解の 述べ、意欲的に活動を計画 み、自分の考えを組み

不 じた実践的なコ 通し、自己意識の 機会としても する姿勢が見られた。また 立てて述べる力の習得

自 ミュニケーショ 確立や他者承認の とらえること HR 教室ではクラスメイト を目指していく。

由 ン能力を高め 意義等について学 ができたか。 を思いやってかかわり合う

教 る。 習を深め 社会参 様子が見られた。

育 加の上でも重要に ○ビジネスの ・ビジネスマナーに関して、 ・就労現場で求められ

部 なる相互理解のた 諸活動に適切 基本的な敬語表現をほぼ適 るコミュニケーション

門 めのコミュニケー に対応するた 切に行うことができた。 力の確実な習得を目指

ション力の基礎を めの基本的な していく。

高 育てる。 コミュニケー

等 ション力を身

部 に付けること

ができたか。

[重複障害学級]

[重１] [重１] [重１]

○集団生活、社 ○日常生活指導、 ○コミュニケ ・小集団での学習の中で、 ・小集団学習の場で各

会生活で必要と 生活単元学習、作 ーションの意 Ｂ 今まで関わりが少なかった 生徒が表出の意欲をい

なるコミュニケ 業学習の中で、あ 義や便利さを 生徒に対して自分からコミ っそう発揮できるよう

ーション能力を いさつや基本的な よく理解し、 ュニケーションをとろうと に授業の工夫を試みて

高め、主体的に 報告、意見発表、 積極的に身に する様子が見られるように いく。

対人関係を築く 相手の意見を聞く 付けようとす なってきた。

力を身に付け 等を十分に行い、 ることができ

る。 基本的なコミュニ たか。

ケーション力を身

に付ける。

[重２] [重２] [重２] ・教師間での確認を踏まえ ・自立活動検討会等を

○社会生活にお ○日常生活指導、 ○教師は生徒 生徒に学習内容の提案や選 活用しながら今後も継

ける決まりを理 自立活動の指導の の意思表出を Ａ 択肢の提示等を行い、学習 続して指導する。

解し、感情を調 中で、指導する教 その生徒に係 への生徒の主体性をより高

整しながら適切 員が代わっても自 る教員間で十 めることができるようにな

に行動する力を 分なりの方法で意 分に確認する ってきた。

身に付ける。 思や気持ちを表出 ことができた ・教師の働きかけを通し、 ・生徒同士が関わり合

しようとすること か。 生徒同士がお互いを意識し う学習機会を今後も確

ができる。 合う様子がより多く見られ 保、維持していく。

るようになってきた。

○身近な人に対 ○児童生徒の好き ○教師は、児 ・好む活動を授業にバラン ・医療的ケアの生徒は

する表現力を高 な活動を通して、 童生徒の実態 Ｂ ス良く組み入れた結果「も 心拍数や表情などに注

訪 め、安定した態 「楽しい」「もっ に応じて、「楽 っと」「早く」などの表情 目し好きな活動を探っ

問 度で集団活動に とやりたい」等の しい」「もっ の変化、発声や身振りなど ているが活動の幅に限



教 参加する力を身 表情、サインを引 とやりたい」 表出を促せた。 界がある。

育 に付ける。 き出すような働き 等の表情やサ ・今後も引き続き、継

学 掛けをする。 インを引き出 続して指導する。

級 ○表出の乏しい したり、把握

児童生徒について したりするこ

は、丁寧な働き掛 とができたか。

けと観察・記録を

継続し、授業に生

かしていく。

○「集団で学習す ○友達と一緒 ・星風院入所生には「音楽 ・在宅生やベットサイ

る機会」を可能な に集団活動に Ｂ 家交流」「集団学習」「本校 ドの児童生徒の集団学

範囲で設定し、参 参加すること での授業」「集団自立」「朝 習の場の設定には限界

加が実現するよう ができたか。 の会、帰りの会」など合同 がある。

保護者や施設職員 で行えた。日を重ねるにつ ・実態をふまえ、参加

に協力を働き掛け れ、落ち着いて学習できる できる学習の機会を設

ていく。 ようになり、友達を意識で 定し参加を促す努力を

きる生徒もでてきた。 する。

○集団活動を通 ○児童生徒同士の ○特別活動や ・話し合いの場を多く設定 ・転出入が多く、メン

じて、集団の一 話し合いの場を設 総合的な学習 Ａ できたことにより、下級生 バーが入れ替わるた

ひ 員として役割を 定し、自己表現力 の時間、余暇 は、自分の意見を言えるよ め、引き続き、話し合

ば 果たし、よりよ や他者理解力の向 活動等におい うになった。また、上級生 いの場を多く設定して

り い人間関係を築 上を図る。 て、異学年の は、下級生の意見を受け入 いきたい。

分 こうとする意欲 児童生徒同士 れることができるようにな

教 を高める。 で、相手の意 り、話し合いをまとめられ

室 見を受け入れ るようになった。

たり、自分の ・多数決にこだわらず、少

意見を発表し 数意見も聞きながら話し合

たりできたか。 いをすることもできるよう

になった。

○教室に登校でき ○特別活動や ・教師の促しを受け、休み ・教師の促しがなくて

ない仲間のことも 総合的な学習 Ｂ の友達の分の係活動を助け も友達のことを思い、

思いながら、各活 の時間等にお 合うことができた。 実際に行動して助け合

動に取り組めるよ いて、児童生 ・自分で気付いて、自発的 う力が付いてきてい

う、意識の喚起を 徒同士が互い に休みの友達の分の係活動 る。まだ、教師の言葉

促す。 に助け合って、 に取り組む児童生徒もいた。 掛けが必要な場面もあ

各活動を運営 ・話合いや作品制作、学習 るので、意識の喚起を

できたか。 時に、休みの友達のことを 促すような支援を続け

考えられて行動することが ていきたい。

できるようになった。

○集団生活の中 ○舎生が、職員 ○ブロック職 ・職員が取り上げた学校や ・舎生自ら寄宿舎行事

で適切なコミュ の話題に（学校・ 員･舎担が取り Ａ 寄宿舎行事の話題に興味を に関心を持つような具

寄 ニケーション方 舎行事）積極的に 上げた話題に 持ち、会話することができ 体策を考える。

宿 法や気持ちの安 興味・関心を持 興味を示し、 た。

舎 定を図る方法の つ。 会話ができた

・ 指導に努め、自 か。

舎 分らしい余暇活 ○余暇時間にＴＶ ○社会のニュ ・寄宿舎生が興味を持てる ・舎生によっては、興

務 動を充実させ のニュースを流 ースを聞き話 Ｂ ニュースについては話題に 味関心を持つことが難

部 る。 し、話題に取り入 題にできたか。 し、話をすることができた。 しかったため、話題の

れる。 内容や提供方法を工夫

する。

○趣味の講座（19 ○楽しめる内 ・寄宿舎生の意見を取り入

回）において楽し 容にすること Ｂ れた内容となり、楽しい活

める内容にし、他 ができたか。 動にすることができた。



の舎生と関わりを ○他の舎生の ・職員が二人入ることで自 ・舎生同士では聞くこ

持たせる。また、 意見を聞きな 分の意見を言ったり他の寄 と、話すことが難しい

各講座に職員が二 がら、自分の 宿舎生の話を聞くことがで ことがあった。職員が

人は入り、一人が 考えを話すこ きた。 仲介して、意思の疎通

指導にあたり、一 とができたか。 を図る。

人が舎生の様子を

見る。

○職員間で連携を ○一人になれ ・静養室等一人になれる部 ・不安を訴える方法や

図り舎生のこころ る部屋（舎監 Ａ 屋を利用してクールダウン 気持ちを安定させる方

の安定を図る。 室や静養室） することができた。 法について具体策を考

を利用しクー える。

ルダウン（興

奮を静め）し

通常の生活に

戻ることがで

きたか。

○基本研修等を ○基本研修等での ○授業研究や ・基本研修等での課題研究 ・今後も基本研修等で

通し、社会性の 授業研究や課題研 課題研究を通 Ｂ で社会性の育成に関連する の社会性の育成を大切

教 育成に向け、授 究を通し、社会性 し、実際の授 内容が多く取り上げられた。 にした取組を継続する

務 業の充実を図 の育成に関連する 業での社会性 また、研究授業・公開授業 とともに、校内研修の

部 る。 学習活動の設定や の育成に関連 においても社会性を視点に 設定や校外での研修の

指導法等について する学習活動 置いた計画・展開・評価が 紹介などで、社会性の

検討、考察をする。 の内容や設定 概ねできた。 育成に関する教員の専

の仕方、効果 門性の向上に寄与す

的な取組や工 る。

夫の仕方など

について整理

し、成果や改

善策をまとめ

ることができ

たか。

〇タブレット 〇情報部所属の教 〇本校教員の ・研修後のアンケートで ・実際に操作する場面

端末等、情報機 員で社会性の育成 興味・関心を Ｂ は、タブレット端末等の活 を取り入れるなど、よ

情 器の有効な活用 につながるような ひくような、 用に興味・関心を示す意見 り具体的で分かり易い

報 について啓発す アプリを探す。 分かりやすい が見られた。 研修を行うことで、よ

部 る。 対象となり得る 紹介ができた ・実際に情報部で紹介した り多くの教員の興味を

児童・生徒や他者 か。 アプリを活用し、朝の会で 引き、有効な活用が広

理解、自己表現、 「昨日の出来事」を伝える がっていくことを目指

集団参加、感情調 生徒が見られた。 す。

整のどの部分の育

成につながってい

くか、どのような

場面で活用するか

等をまとめる。

各学部会で情報

教育・研修係より

紹介をするととも

に、資料を情報部

フォルダに保存し

て、いつでも閲覧

可能な状態にす

る。

○個に応じたコ ○個別の指導計画 ○教育活動全 ・個別の指導計画作成時、 ・個々の生徒のコミュ

ミュニケーショ の中にコミュニケ 体を通し、個 Ｂ 学部での研究など、折に触 ニケーション面での課



ン能力の育成の ーションに関する 々のコミュニ れてコミュニケーションの 題や目標について、関

学 ため、教員の意 目標を設定すると ケーション能 視点について伝えていくこ わる教員間で共通理解

習 識向上及び資質 ともに、学校全体 力の向上を意 とで、教育活動全体を通じ を図り、より指導に反

指 の向上を図る。 の研究テーマを 識しながら、 て指導を行うことができた。 映させていく方法の検

導 「社会性の育成」 効果的な指導 討。

部 と関連付けて設定 を行うことが

し、個々の教員が できたか。

常にコミュニケー

ション能力育成の

視点に立って適切

な指導を行えるよ

うにしていく。

○児童生徒の主 ○全校集会、学部 ○全校集会、 ・学部集会では、限られた ・全校集会では、関

体的な活動を通 集会を通し、集団 学部集会に友 Ｂ 時間の中で、関わり合いな わりの時間をメインに

し、児童生徒同 参加への意欲を高 達と関わりあ がら活動に取り組む様子が することは今以上には

士の関わりを深 めるとともにレク いながら意欲 見られた。 難しい。学部集会で他

め、集団参加を リエーション等を 的に参加する ・全校集会では人数の関係 部門の児童生徒と関わ

促す。 行う中で、他者理 ことができた もあり、直接的な関わりは る時間の充実を図りつ

解、自己表現の力 か。 多くはなかった。 つ学校生活全般を通し

を養えるようにし て他者理解につながる

ていく。 取組を検討する。

○校外の様々な ○校外での活動等 ○「様々な人 ・学校内外で、様々な人と ・引き続き、意識して

人々とのやりと において、児童生 とのかかわり」 Ｂ の関わりを意識して指導を 指導を行っていく。よ

りの中で、自ら 徒が他者とやりと を目指した指 行うことができた。 り計画的に取り組むた

の思いを伝え、 りすることができ 導を学習内容 めには、年間計画など

主体的に関わろ る場面を設定した に盛り込み、 を見直すことも検討。

うとする力を養 り、捉えたりし、 実践すること

う。 関わりを促す。 ができたか。

○交流及び共同 ○交流活動の具体 ○事前に学部 ・各学部ともねらいを確認 ・今後もねらいを明確

学習を通して、 的なねらいを明確 や学習集団で Ｂ ・明確にして、活動するこ にして交流教育を充実

将来に向けて社 にし、係を中心に 具体的なねら とができた。（事前にねらい させていく。

交 会性や豊かな人 学部会等の機会で いを確認し、 を話し合ったことで生徒の関

流 間性を育む。 共通理解を図り、 それらを実施 わりの幅を広げることがで

教 活動の充実に努め 計画に盛り込 き、コミュニケーション能力

育 る。 むことができ を向上させることができてい

部 た。 る。 A高）
○ねらいや実施形 ○交流活動か ・１学期に交流が重なった ・学部で今後の交流の

態などについてポ ら得られる効 （B小）。 在り方について意見を

イントを絞って反 果を、児童生 Ｂ まとめ、交流相手と相

省を行い、行事の 徒の社会性の 談し、今後の交流につ

精選や次年度の活 育成に有効活 いて年度内に検討し、

動について検討す 用するための さらによりよいものに

る。 検討ができた。 する。

○双方が地域の ○多くの地域の方 ○本校のニー ・本校でのボランティア活 ・講座については、回

一員としての自 に本校を理解して ズを基に講座 Ｂ 動を想定した講座内容を設 数を縮小しつつ、現在

覚と理解を促す もらえるよう養成 内容を設定し、 定することができた。体験 同様の内容を提供でき

ため、ボランテ したボランティア 参加者の受講 的な内容を多く盛り込み、 るように検討する。（６

ィアスクールや の自校での活用を アンケートを より実践に近い講座を実施 回→４回へ）

地域連携教員の 踏まえ、講座の内 活かし、より することができた。

活動を通して地 容を検討する。 分かりやすい

域の人々と連携 講座が提供で



を深める。 きるよう内容

の検討をする

ことができた。

○地域連携教員 ○積極的に地 ・研修会などで得た情報を ・交流教育部を中心に

は、栃木市や皆川 域に出向き（研 他の教員につなぎ、アシス 地域連携に関する活動

地区の情報を積極 修会も含む）、 トネットとの打ち合わせや を広げていくととも

的に収集し（研修 情報収集や発 栃木市蔵の街高校生文化祭 に、地域連携教員の職

会も含む）、地域 信をして、双 に地域連携教員以外の教員 務をまとめ、全職員に

と学校のコーディ 方に還元する の協力を得て活動を深める 配布して周知してい

ネートに努める。 ことができた。 ことができた。 く。

○教育相談によ ○教育相談週間を ○児童生徒が ・児童生徒の「困っている ・教育相談についての

り、児童生徒が 利用し計画的に相 相談に満足す Ｂ こと」を教員自身でも考え 周知を更に進める。

安心して生活で 談に取り組むとと ることができ る機会にもなった。一方、

生 きるように努め もに、相談のしや たか。 教育相談について理解不足

徒 る。 すさ等環境整備も の教員もいた。

指 図る。 ・教育相談期間は適切に実

導 施でき、相談者の満足度も

部 高かった。

○学習指導部と ○「あいさつ運動」 ○「あいさつ ・「あいさつ運動」により ・「あいさつ運動」の

連携し、人と関 を展開することで 運動」中に自 Ｂ 他学部児童生徒の挨拶が増 拡充を図り異年齢との

わる基礎的な力 挨拶することはも 分から挨拶を えたように感じる。 挨拶をまずは行うよう

の向上に努め ちろん、積極的に する児童生徒 ・自分から挨拶する生徒が にする（「あいさつ週

る。 異年齢と関われる が増えたか。 増えてきているが、異年齢 間」などの設定）。

ようにする。 との関わりがまだ少ない。

○児童生徒につ ○各学部等で共通 ○定期的に行 ・学部会やブロック会等で ・全職員周知の場合は

いて、継続的に 理解を図りたい児 えたか。 Ｂ 情報の共有化が図られた。 写真を提示する。

情報や対応の仕 童生徒の継続的な ○情報を共有 ・全職員に周知する場合は

方等、共通理解 情報交換や新たな することで対 写真を提示した方が共通理

を行う。 課題への対応を図 応が統一され、 解の一助となる。

る。 課題解決の一

助となったか。

○児童生徒の食 ○食事の大切さや ○食育授業の ・全学部で食育授業を行う ・繰り返しの指導が大

に関する興味関 食事のマナーにつ 前と後で児童 Ｂ ことができた。その結果、 切であるので、来年度

健 心深めると共に いて食育授業を行 生徒の食への 児童生徒の食への関心やマ も栄養教諭（学校栄養

康 基礎的な食事の うとともに授業の 関心の深まり ナーの向上が見られた。 士）と教員が協力しな

指 マナーを身に付 前と後でアンケー やマナーの向 がら食育授業を行う。

導 けられるように トを実施する。 上はみられた

部 努める。 か。

○食育授業につい ○食育授業に ・食育だよりに授業の様子 ・来年度も食育に関す

て食育だよりを通 ついて食育だ Ｂ を掲載し、保護者に紹介す る内容を掲載し、保護

して紹介し、保護 よりを通して ることができた。 者に啓発をしていく。

者への啓発をす 紹介すること

る。 ができたか。

○卒業後を見据 ○日中一時や実習 ○会議や研修 ・会議や研修等で得られた ・特に多数あったのは

えたコミュニケ 先、就労先など、 等の内容をま Ｂ 記録を学部会で発表したり、 挨拶やコミュニケーシ

ーションにおい 在校生がお世話に とめた記録を 記録を回覧し、職員に知ら ョンに関することであ

進 て、情報提供す なっている外部の 他の職員に回 せることができた。 った。学習の中でも既

路 ることで、指導 機関において、自 覧し、情報を に取り入れていること

指 力の向上に資す 己表現に関してど 共有すること もあるが、得られたこ

導 る。 のようなことが求 ができたか。 とを、今後の学校の学

部 められるか聞き、 習の中にどう取り入れ

職員で情報を共有 ていくかを考えてい

する。内容によっ く。



て、保護者会や進

路だよりを通し情

報を提供する。

○渉外部が関わ ○各種総会や研修 ○各種総会や ・研修の資料を回覧等でほ ・毎回情報提供できる

った研修等の情 の資料を、シェア 研修で配布さ Ｂ ぼ報告することができた。 よう、渉外部内で連絡

報を提供するこ ポイントに掲示し れた資料を、 ・特教振大会記念講演のＤ 調整して共通理解を図

とで、指導の参 たり回覧したりし シェアポイン ＶＤ放映会を行った。 る。

渉 考の一つになる て、情報を提供す トや回覧等で

外 ようにする。 る。 毎回報告する

部 ことができた

か。

○家庭教育に関 ○保護者に研修や ○保護者に参 ・保護者に寄り添ったテー ・保護者のニーズに応

わる研修を中心 講演会の案内を配 加を呼び掛け Ｂ マの講演会の案内を配布し、 えられるよう、研修や

に保護者に参加 布する。また、内 ることができ 参加を促したところ、数名 講演会の案内を配布す

を募り、家庭教 容を広く周知する たか。また、 ではあるが毎回参加希望が る。

育の啓発を図 ため、役員会で報 研修内容を発 あった。

る。 告したり、ＰＴＡ 表する場を設 ・特教振大会についての号 ・号外を発行したり、

だより号外を発行 けたり、号外 外を発行することができた。 ホームページ上で情報

したりする。 を発行したり ・情報モラル研修を実施す 提供したりする。また、

することがで ることができた。 希望者には講演会の資

きたか。 料を配布して、家庭教

育の啓発を図る。

○行動上の問題 ○社会性の育成の ○地域支援部 ・具体的な事例が取り上げ ・今後も可能な範囲で

やそれに伴う指 基礎となるコミュ 通信を年６回 Ａ られており指導支援の参考 先生方の指導支援の参

地 導支援の方法等 ニケーションの形 以上、発行す になった、通信を読むこと 考になるような情報を

域 に関する情報を 成及び自己決定、 ることができ で児童生徒の見方が変わっ 発信していく。

支 提供すること 行動調整にかかる たか。 たなどの感想を頂き、十分

援 で、指導の参考 情報を地域支援部 な成果があったと考えられ

部 になるようにす 通信としてまと る。

る。 め、教職員に配布

する。

○育ちの部分で ○栃特サポートセ ○今後の指導 ・校内のみならず、校外の ・今後の指導支援のヒ

課題のある子ど ンター研修会で、 支援に役立つ 先生方にとっても児童生徒 ントという部分では一

もたちについて 愛着や虐待など育 効果的な研修 Ｂ を理解する上で参考になっ 定の成果にとどまっ

理解を深めるこ ちの部分で課題の 内容を設定す たとの感想を頂いた。 た。来年度も先生方の

とにより、子ど ある子どもたちの ることができ ニーズを把握し、児童

もたちの実態を 実態把握、支援の たか。 生徒の指導支援に役立

多角的に捉えら 方法等についての つような研修内容を検

れるようにす 研修会を設定す 討する。

る。 る。


